
局名 平成31年度「横断的な課題」 平成31年度施策の柱
１　さくっと「ずく出す」プロジェクト

２　佐久「地消地産」プロジェクト

３　いいずら佐久カラマツ活用プロジェクト

１　星空・宇宙を学び、楽しむプロジェクト

２　高い晴天率を活かした青空の下で楽しむプロジェクト

１　佐久地域の移住スタイルの探求

２　佐久地域の特色ある教育・子育て環境のＰＲ

１　防災体制の強化

２　固有の資源としての活用

１　地域資源の磨き上げ・情報発信

２　ヘルスツーリズム等の推進

３　インバウンド誘客対応

４　観光地域のインフラ整備

１　多様な人材の定着・交流促進

２　地消地産の推進

３　ワイン産業の育成・振興

４　林業振興と東信カラマツの販路拡大

１　水環境保全

２　湖辺面活用・まちづくり

３　調査研究・学びの推進

１　八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力を活かした総合的な振興方策の検討

２　観光客減少への対応・特色ある観光素材の広域展開

３　八ヶ岳・霧ヶ峰の生態系や森林資源の保全・利活用

１ 二つのアルプスのレベルアップと活用拡大

２ リニア開業を見据えた交流の拡大と広域観光の推進

３ リニア中央新幹線とのアクセスの確保

４ 先端技術等を活用した地域活力の創出

１ 地域に学び地域を支える人材の育成

２ 地域の産業を担う人材の確保・育成

３ 地域らしさを活かしたグローカル人材の育成

　　複数の現地機関に関係する「横断的な課題」（案）について

佐
久

健康長寿と地消地産の推進を核とした地域づくり

美しい星空と青空をテーマとした観光地域づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

地理的優位性を活かした移住の促進と二地域居
住の探求

浅間山の防災体制強化及び活用

上
田

地域資源の活用・磨き上げによる観光振興

　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

交流と地消地産や産業振興による地域の活性化

諏
訪

諏訪湖を活かしたまちづくり
　（諏訪湖創生ビジョンの推進）

　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力を活かした地域づくりの推進

　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

上
伊
那

リニア中央新幹線の開業を見据えた地域づくり

　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

上伊那地域の将来を担うひとづくり
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局名 平成31年度「横断的な課題」 平成31年度施策の柱

１　リニアを活かす地域づくりの推進
 (1) リニアを活かすまちづくり
　　 （リニア駅近郊エリアのまちづくり構想等の検討・支援）
 (2) 地域資源を活用した地域振興
　　 （市田柿、シードル、民俗芸能等）

２  リニア整備に向けた取組
　　（各種許認可事務への的確な対応等）

１　南信州地域連携ＤＭＯの策定する「観光戦略」推進への支
援

２　リニア新時代に向けた広域観光の推進
 (1) ＪＲ飯田線の活用
 (2) シードルの活用
 (3) 観光素材の効果的な発信

１　地域一体となった地元就職・Ｕターン就職の促進

２　「南信州暮らし」応援隊による移住者増に向けた取組
　 （南信州広域連合及び管内市町村との連携事業）

３　南信州地域における「新たな働き方・暮らし方」の推進
　 （起業、農ある暮らし、リゾートテレワーク等）

１  御嶽山噴火災害からの観光復興

２  木曽ブランドの再構築・確立
  （１）戦略的な木曽観光地域づくり
  （２）星空を活用した観光振興
  （３）木曽路の眺望景観整備
  （４）「歩ける中山道」の整備・魅力発信
  （５）観光地へのアクセス道路の整備
  （６）御岳県立公園の利活用

１  御嶽山安全対策
  （１）御嶽山安全対策全体のマネジメント
  （２）ソフト・ハード対策の推進
  （３）啓発・教育及び登山者・観光客対応体制の整備等

２  地域全体に係る防災・減災対策
  （１）土砂災害対策、地震対策
  （２）ライフライン対策
  （３）災害時医療体制等整備
  （４）市町村防災対策支援

新たな広域連携の推進
～木曽地域に適した広域連携を推進する～

 木曽広域自立圏連携ビジョンに基づく取組

１  林業・木材加工業の高付加価値化推進

２　林業・木工関係の学びの拠点形成

１　空港で来県する者の周遊観光対策

２　空港利用の促進

３　空港の魅力向上

１　災害対応能力の向上

２　防災意識の向上と耐震化の推進

南
信
州

リニア開通を見据えた取組の推進

リニア新時代に向けた南信州広域観光の推進

　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

リニア新時代に向けた南信州への移住・定住の促
進

木
曽

観光復興
～御嶽山噴火災害からの復興と住む人も訪れる人も共感する

「木曽」観光地域づくりを進める～

　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

地域防災力・減災力の強化

～地域住民と観光・登山客の安全性を向上させる～

「森林・林業と学び」の拠点形成
～日本の宝「木曽の森林」や林業・木工関係教育機関等の集
積を活かす～

松
本

信州まつもと空港の利用促進と空港を活用した観
光地域づくり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

大規模地震対策の充実・強化



局名 平成31年度「横断的な課題」 平成31年度施策の柱
１　交通軸の整備

２　地域の特色を活かした観光振興

３　中山間地域の魅力向上

１　広域DMO支援と地域一体となった観光推進体制の構築

２　サイクルツーリズムの推進
     ～ナショナルサイクルルート認定を目指して～

３　多彩なツーリズムの推進

４　インバウンド対応の促進

５　登山道や街並み整備の推進、山岳環境の保全

６　地域の産業と連携した観光の振興

７　大糸線を活用した広域観光の推進

１　若者の定住・定着支援、地域を支える人材の確保

２　地域おこし協力隊員の定着支援

３　ライフスタイルの発信、つながり人口の創出・拡大による移
住・定住の推進

４　外国籍住民の増加に対応できる環境整備

５　高齢者の社会参加の推進

１　住民ひとりひとりの防災意識の向上

２　住民の力を活かした防災力の向上

３　観光地の災害対策の推進

４　防災関係機関の連携による体制強化

１ 果物を軸とした地域の魅力発信と果物の消費拡大

２ 果物の稼ぐ力を強化（稼げる技術習得支援）

３ 果物を活かした新商品開発支援による付加価値の向上

４ 果物を活かしたインバウンドの促進

５ 果樹団地の再生整備等による高生産性団地の形成

１ 「体験」と「交流」を軸とした広域的な観光振興の推進
　① 「体験」と「交流」を軸としたﾒﾆｭｰの磨き上げ
　② 「体験」と「交流」を地域で担う人材の養成
　③ 他県や他圏域と連携した広域観光推進

２ 地域が一体となった持続可能な観光振興の推進

３ 「体験」と「交流」を支える基盤の整備

１　子育ての支援と子ども・若者の郷土愛の醸成

２　若者定着のための就労の場の拡大や移住・交流等の推進

３　雪に負けない、雪を楽しむ暮らしづくり

４　雪国の生活を支える公共交通・医療等の生活基盤の整備
（観光二次交通を含む）

１　圏域・県域を越えた稼げる通年型の観光地域づくり

２　観光振興のための必要な人材の確保と環境整備

松
本

交通軸の整備による人と物の移動を活かした郷
土づくり
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

北
ア
ル
プ
ス

北アルプスの雄大な自然と安曇野の田園風景を
活かした観光振興

～山が生み出す清冽な水と空気によって育まれた北アルプス

山麓地域の魅力を世界に発信～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

北アルプス山麓地域ならではの生き生きとした暮
らし方・働き方の提案や仕組みづくりによる人口定
着・人材確保への挑戦

～広域的な移住・定住促進と地域人材確保による地域力の維
持・向上～

北アルプス山麓地域の防災力の向上

～県・市町村・地域住民が力を合わせて取り組む大規模災害
対策の推進～

⻑
野

農商工観連携した果物を軸とする地域活性化「な
がの果物語り」の推進

「体験」と「交流」を軸とした「地域の特長を生かし
た広域観光」の推進

　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

北
信

若者定着のための雪に強い故郷(ふるさと)暮らし
の推進

「信越自然郷」等通年型の広域観光の推進

　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】


